
 

 
 
 
 

地域とともに創り上げた「たけまつり」 

すべての発表にアンコール！！ 
                                      

 

 寒い中、「たけまつり」への参観ありがとうござ

いました。保護者や地域の皆様をはじめ、延べ 200

名以上の参観をいただき、盛大に実施することがで

きました。地域とつながる「まつり」、一緒に創り

上げる「まつり」、みんなが一つになる「まつり」

を目指し、本校のメインとなる行事として準備を進

めてきましたが、皆様の御協力で想定を超えた成果

が達成できたと思っています。 

オープニングでは、一人ひとりの子どもたちが描

いたり作ったりした灯籠（とうろう）が一つにつな

がり、点灯した時は圧巻でした。とってもとても綺

麗でした。 

この祭りでは、地域の方々の御協力をいただき、

ＮＰＯ法人「とんかち」さんには、モニュメント製

作と、当日は竹を使った「遊び道具（遊具）」づく

りを教えていただきました。和太鼓サークル「和っ

鼓」のみなさんには、力強い演奏をしていただき、

築山に並んで座る人たちが感動で一つになる思い

出や元気をたくさんいただきました。 

２日目には、各学部からの音楽やダンスなどの発

表がありました。どの学部も「たけ」をテーマにし

た工夫一杯の発表でした。一つを紹介しますと、中

学部のグループ発表では、長さの違う竹筒をセメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ントブロックに当てて、音を出す「コンチク」とい

う楽器で『かっこう』などを演奏してくれました。

素朴な心地よい音で体育館がつつまれました。 

ＰＴＡからも発表をいただき、「ありがとう」の

歌、そして、何と「ＡＫＢ48」の「あいたかった」

のダンスにはびっくりでした。子どもたちの目にも

しっかり美しさが焼き付いたと思います。模擬店も

出していただき「たけまつり」を盛り上げていただ

きました。また、児童生徒の作品展、高等部の販売

等にも大勢おこしいただきました。 

すべての取組、発表に「アンコール！アンコー

ル！」をしてみたかったです。 

八幡支援学校の初めての「たけまつり」。子ども

たちと皆様が一つになって、しっかりと地域に根づ

いた行事になったことを実感しました。 

改めて、本当にありがとうございました。 
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八幡市ＮＰＯ法人「とんかち」さんと作り

上げたモニュメント『竹とうろう』です。 

オープニングで点灯式をしました。 

 


